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◆ 地区の学校：船沢小学校、船沢中学校 

 

 

＜児童生徒数の推計＞                平成 27年 5月 1日現在（推計含む） 

 
 

 

◆ 船沢中学校区の検討課題と対応案                              

 

【短期】  鼻和・愛宕地区の学区外就学について  

 
船沢中学校区（旧弘前市）に隣接する鼻和・愛宕地区（旧岩木町）については、市町村合併

前と変わらず岩木小学校及び津軽中学校が進学先（指定校）となっていますが、それぞれの地

区の中には、船沢小学校や船沢中学校が近い場合もあります。 

当該地区に住んでいる保護者の中には、合併により同じ行政区となったので近い方の学校に

通わせたいという要望もあることから、学区外就学の許可基準による特別許可区域として、当

該地区に住んでいる児童生徒の保護者が希望する場合には、通学時の安全面や身体的な負担の

軽減などを考慮し、船沢小学校及び船沢中学校に通学することができるよう、基準の見直しを

検討する必要があると考えます。 

 
 

【短期】  中学校における教員の免許教科外の指導の解消及び合同授業の実施について 
 

船沢中学校では、県の小・中学校教職員配置基準により、配置される教員数が少なく、教員

は免許教科以外の教科の指導も行っています。教員数の増員は難しい状況にありますが、他校

の教員が巡回することなどにより、生徒は専門教科の免許を持った教員による指導を受けるこ

とが可能となります。 

このため、短期では、他校の教員による巡回指導やテレビ会議システムを活用した他校との

合同学習について検討する必要があると考えます。 

 

 
 

C C C C C C C C C C C C

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

※Ｃはクラス数

5181 75 60 42 44 47船沢中学校 87 85 72 66 72

101 106 103 102 103 99

児童数 児童数 児童数

船沢小学校 133 120 117 114 111 100

H33
児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数

H27 H28 H29 H30 H31 H32
学校名

H22 H23 H24 H25 H26

４ 船沢中学校区 
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【長期】  中学校区再編の必要性の検討について 
 

船沢中学校は、現在、１学年１学級の計３学級で、今後生徒数は緩やかに減少する見込みで

す。また、配置される教員数が少ないため、一部の教員は免許教科以外の教科の指導も行って

います。 

生徒が専門教科の免許を持った教員による指導を受けることができ、また集団の中で学ぶ教

育環境を確保するために、短期及び中期において前述の取組を考えていますが、長期では、こ

れらの取組を検証しながら、今後の生徒数や地域の事情などを踏まえ、中学校区の再編につい

て検討していく必要があると考えます。 

 

 

 

    ※「【短期】鼻和・愛宕地区の学区外就学について」の参考図 

 
 

 

鼻和
愛宕

愛宕地区
鼻和地区

船沢小と岩木小の中間地点

（両小学校まで2.16km）外Ｈ

津軽中

岩木小

船沢中

船沢小

児童数 指定校
Ｈ27.5.1時点 岩木小 船沢小 その他

鼻和 20 20 0 0
愛宕 2 2 0 0

地区
学区外

船沢小と岩木小の中間地点

（両小学校まで1.65km）外Ｈ



17 

 

 

 

 

 

＜小・中学校の区域＞ 

学校名 区域（大字名） 

船沢小学校 蒔苗、富栄、細越、折笠、宮舘、中別所、弥生、百沢の一部 

船沢中学校 船沢小学校の学区と同じ 

 
 

＜学区外通学が認められている住所＞ 

な し 


